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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第３四半期
累計期間

第64期
第３四半期
会計期間

第63期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 3,461,145 1,197,089 5,079,070

経常利益又は経常損失（△） （千円） 26,138 △16,766 △479,873

四半期（当期）純損失（千円） 3,811,006 19,647 561,547

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） － 3,507,423 3,264,423

発行済株式総数（千株）
 

－
48,849 42,849

純資産額（千円） － 2,669,410 5,913,786

総資産額（千円） － 6,943,400 10,569,065

１株当たり純資産額（円） － 55.50 140.55

１株当たり四半期（当期）純損失金額（円） 82.74 0.41 19.80

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 1.0

自己資本比率（％） － 38.2 55.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△146,580 － －

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△641,177 － －

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
215,598 － －

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
－ 108,635 －

従業員数（人） － 199 238

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 当社には関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」は記載しておりません。

　４. 潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの1株当たり四半期

（当期）純損失であるため記載しておりません。

　５．第63期は、連結キャッシュ・フロー計算書を作成したため、営業活動によるキャッシュ・フロー、投資活動に

よるキャッシュ・フロー、財務活動によるキャッシュ・フロー、現金及び現金同等物の期末残高は記載してお

りません。

EDINET提出書類

株式会社宮入バルブ製作所(E01624)

四半期報告書

 2/26



２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　　　該当事項はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 199 (24)

　（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社は、高圧ガス用バルブおよび関連機器類の製造、販売を主たる業務にしておりますが、製品種類別に示すと下記の

とおりになります。 

 　 (1）生産実績

当第３四半期会計期間の生産実績は、下記のとおりであります。

製品種類別 生産高（千円） 前年同期比（％） 

容器用弁 430,531 －

ＬＰＧ用弁類・機器 465,193 －

その他弁類・機器 58,821 －

その他 8,250 －

合計 962,797 －

　（注）１　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

当第３四半期会計期間の受注実績は、下記のとおりであります。

製品種類別 受注高（千円） 前年同期比(％) 受注残高（千円） 前年同期比(％) 

 容器用弁 682,556 － 69,021 －

 ＬＰＧ用弁類・機器 391,153 － 426,056 －

 その他弁類・機器 49,563 － 70,725 －

 その他 38,576 － 14,992 －

合計 1,161,849 － 580,794 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

当第３四半期会計期間の販売実績は、下記のとおりであります。

製品種類別 販売高（千円） 前年同期比（％） 

 容器用弁 592,453 －

 ＬＰＧ用弁類・機器 439,359 －

 その他弁類・機器 54,478 －

 その他 37,628 －

 屑売上高 73,169 －

合計 1,197,089 －

　（注）１　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
当第３四半期会計期間

販売高（千円） 割合（％）

西日本宮入販売株式会社 206,902 17.3

矢崎総業株式会社 102,540 8.6

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】
　
（１）業績の状況

　当第３四半期会計期間における我が国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融不安

および企業業績の悪化による設備投資の減少、雇用環境の悪化ならびに所得の低迷に起因する個人消費の落ち込

み等により、景気の減速感を一層強める状況となりました。

　このような状況のもと、当社におきましては、主力製品であります液化石油ガス容器用弁が規制緩和により交換

需要が減少したことおよび設備投資抑制の影響等を受けて鉄鋼製弁類の需要が減少したことから、売上高は1,197

百万円となりました。

　収益面におきましては、生産の効率化および徹底した経費削減施策による製造原価の低減を図るとともに、高騰

する原材料価格を販売価格に転嫁することを急務とし営業活動を行ってまいりましたが、収益を確保することが

できず、営業損失は9百万円、経常損失は16百万円、当四半期純損失は19百万円となりました。

　また、第２四半期累計期間において、特別損失に保有投資有価証券の株価下落による投資有価証券評価損632百

万円および長期貸付金に対する貸倒引当金として3,176百万円を計上しましたので、当第３四半期累計期間の四半

期純損失は3,811百万円となりました。
　
　 （２）資産・負債及び純資産の状況

　　　 （資産）

　         流動資産は、前事業年度末に比べて、599百万円減少して2,841百万円となりました。これは主に、現金及び預金の

減少519百万円および有価証券の減少35百万円によるものです。

　         固定資産は、前事業年度末に比べて、3,025百万円減少して4,102百万円となりました。これは主に、投資有価証券

の減損処理等による減少350百万円および長期貸付金の増加465百万円ならびに長期貸付金の回収懸念による貸

倒引当金の増加3,176百万円によるものです。

         　この結果、資産合計は前事業年度末に比べて、3,625百万円減少して6,943百万円となりました。

　     （負債）

　         流動負債は、前事業年度末に比べて、164百万円減少して1,273百万円となりました。これは主に、支払手形及び買

掛金の減少87百万円および短期借入金の減少34百万円によるものです。

　         固定負債は、前事業年度末に比べて、216百万円減少して3,000百万円となりました。これは主に、社債の減少100

百万円および長期借入金の減少76百万円によるものです。

　         この結果、負債合計は前事業年度末に比べて、381百万円減少して4,273百万円となりました。

　     （純資産）

　         純資産は、前事業年度末に比べて、3,244百万円減少して2,669百万円となりました。これは主に、新株式および新

株予約権の発行により502百万円増加し、四半期純損失3,811百万円により減少したためです。

　         この結果、自己資本比率は前事業年度末の55.6%から38.2%となりました。
　
　  （３）キャッシュ・フローの状況

　       当第３四半期末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前四半期末に比べ165百万円減少し、

108百万円となりました。

　     （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　       営業活動の結果使用した資金は84百万円となりました。これは主に、売上債権の増加額236百万円および割引手

形の増加額115百万円によるためです。

　     （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　       投資活動の結果使用した資金は31百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出の増加額

44百万円によるためです。

　     （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　       財務活動の結果使用した資金は49百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出19百万円お

よび社債の償還による支出30百万円によるためです。
　
　　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。
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　　（５）研究開発活動

　　　　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、12百万円であります。

　　　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発
行数    (株）　　　 
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年2月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 48,849,935 48,849,935
東京証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない当社におけ

る標準となる株式

単元株式数１００株

計 48,849,935 48,849,935 ― ―

 （注）「提出日現在発行数」欄には、平成21年2月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（転換社債

型新株予約権付社債の権利行使を含む。）により発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した無担保転換社債型新株予約権付社債は、次のとおりであります。

　①　第１回無担保転換社債型新株予約権付社債（平成19年４月６日取締役会決議）

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権付社債の残高（千円） 800,000

新株予約権の数（個）　 8

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類
 普通株式

 単元株式数１００株

新株予約権の目的となる株式の数（株） 5,263,152

新株予約権の行使時の払込金額（円） 152

新株予約権の行使期間
自　平成19年４月24日

至　平成24年４月９日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

152

76

新株予約権の行使の条件  一部行使はできないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項

 会社法第254条第２項本文及び第３項本文の定めにより、

本社債と本新株予約権のうち一方のみを譲渡することはで

きない。

代用払込みに関する事項

 本社債権者が本新株予約権を行使したときはかかる行使

をした者から、当該本新株予約権が付された本社債の全額

の償還に代えて、当該本新株予約権の行使に際して払込を

なすべき額の全額の払込がなされたものとする旨の請求が

あったものとみなす。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　①　第２回新株予約権（平成20年６月２日取締役会決議）
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第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 160

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類  普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 20,000,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 84

新株予約権の行使期間
自　平成20年６月23日

至　平成23年６月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

84

42

新株予約権の行使の条件  一部行使はできないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項  当社取締役会の承認を要するものとする。  

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 48,849,935 － 3,507,423 － 1,541,410

　

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　

　

（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間の末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

　ます。

　　　①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　1,047,500
－

「１(1) ②発行済株式」

の「内容」欄に記載のと

おりであります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 47,801,000 478,010 同上

単元未満株式 普通株式　　 　1,435 － 同上

発行済株式総数 48,849,935 － －

総株主の議決権 － 478,010 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,214,900株（議決権52,149

個）含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社宮入バルブ製作所 東京都中央区銀座西１－２ 1,047,500 － 1,047,500 2.14

計 － 1,047,500 － 1,047,500 2.14
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 101 90 117 90 69 44 32 37 26

最低（円） 81 81 80 49 32 31 10 20 17

　（注）株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。　

　  　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

　専務取締役　 　　　　　　－ 田中　敏男 平成20年９月30日
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、藍監査法人による四半期レビューを受けております。

　　　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　　　第64期第１四半期累計期間　　　　　　　　　　　　　　　　　監査法人夏目事務所

　　　第64期第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間以降　　　　藍監査法人

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 493,374 1,012,439

受取手形及び売掛金 1,178,947 1,191,409

有価証券 78,513 114,208

商品 1,709 4,215

製品 339,551 308,326

半製品 220,936 175,026

原材料 268,564 293,706

仕掛品 77,765 67,311

貯蔵品 14,565 26,103

その他 167,188 248,220

流動資産合計 2,841,116 3,440,968

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 167,937 180,562

構築物（純額） 15,905 17,478

機械及び装置（純額） 317,638 327,414

車両運搬具（純額） 1,512 1,748

工具、器具及び備品（純額） 34,306 35,341

土地 2,506,900 2,506,900

建設仮勘定 9,801 －

有形固定資産合計 ※1
 3,054,001

※1
 3,069,445

無形固定資産

電話加入権 2,810 2,810

その他 56,061 4,599

無形固定資産合計 58,872 7,409

投資その他の資産

投資有価証券 336,371 686,764

長期貸付金 3,630,000 3,164,721

その他 287,345 287,211

貸倒引当金 △3,264,305 △87,455

投資その他の資産合計 989,410 4,051,242

固定資産合計 4,102,284 7,128,097

資産合計 6,943,400 10,569,065
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 583,858 671,756

短期借入金 － 34,000

1年内返済予定の長期借入金 114,360 142,000

1年内償還予定の社債 140,000 100,000

未払法人税等 13,435 22,339

賞与引当金 18,661 64,330

その他 403,325 403,772

流動負債合計 1,273,640 1,438,198

固定負債

社債 280,000 380,000

新株予約権付社債 800,000 800,000

長期借入金 221,510 297,750

再評価に係る繰延税金負債 967,404 967,404

退職給付引当金 635,648 654,680

その他 95,786 117,245

固定負債合計 3,000,349 3,217,080

負債合計 4,273,990 4,655,279

純資産の部

株主資本

資本金 3,507,423 3,264,423

資本剰余金 1,549,401 1,909,750

利益剰余金 △3,806,006 △556,547

自己株式 △157,206 △157,201

株主資本合計 1,093,610 4,460,424

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 39,986 △134,707

繰延ヘッジ損益 68,706 98,698

土地再評価差額金 1,451,107 1,451,107

評価・換算差額等合計 1,559,799 1,415,097

新株予約権 16,000 38,263

純資産合計 2,669,410 5,913,786

負債純資産合計 6,943,400 10,569,065
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 3,461,145

売上原価 2,835,908

売上総利益 625,237

販売費及び一般管理費 ※
 606,773

営業利益 18,463

営業外収益

受取利息 28,012

受取配当金 2,957

その他 13,407

営業外収益合計 44,376

営業外費用

支払利息 6,537

社債利息 3,307

手形売却損 11,522

株式交付費 10,720

有価証券売却損 362

その他 4,251

営業外費用合計 36,702

経常利益 26,138

特別利益

投資有価証券売却益 11,311

特別利益合計 11,311

特別損失

貸倒引当金繰入額 3,176,850

固定資産除却損 1,423

投資有価証券売却損 1,975

投資有価証券評価損 632,506

役員退職慰労金 26,715

特別損失合計 3,839,470

税引前四半期純損失（△） △3,802,020

法人税、住民税及び事業税 8,986

法人税等合計 8,986

四半期純損失（△） △3,811,006
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 1,197,089

売上原価 998,235

売上総利益 198,853

販売費及び一般管理費 ※
 208,361

営業損失（△） △9,507

営業外収益

受取利息 8,956

受取配当金 486

その他 2,153

営業外収益合計 11,597

営業外費用

支払利息 1,784

社債利息 1,295

手形売却損 4,357

有価証券売却損 5,758

有価証券運用損 1,713

その他 3,946

営業外費用合計 18,856

経常損失（△） △16,766

特別利益

投資有価証券売却益 1,500

特別利益合計 1,500

特別損失

固定資産除却損 1,386

特別損失合計 1,386

税引前四半期純損失（△） △16,651

法人税、住民税及び事業税 2,995

法人税等合計 2,995

四半期純損失（△） △19,647
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △3,802,020

減価償却費 63,473

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,176,850

賞与引当金の増減額（△は減少） △45,669

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,032

受取利息及び受取配当金 △30,969

支払利息 9,845

株式交付費 10,720

有価証券運用損益（△は益） 362

投資有価証券売却損益（△は益） △9,336

投資有価証券評価損益（△は益） 632,506

固定資産除却損 1,423

売上債権の増減額（△は増加） △213,926

たな卸資産の増減額（△は増加） △48,402

仕入債務の増減額（△は減少） △87,898

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,041

割引手形の増減額（△は減少） 226,071

その他 △4,578

小計 △150,620

利息及び配当金の受取額 24,625

利息の支払額 △8,642

法人税等の支払額 △11,942

営業活動によるキャッシュ・フロー △146,580

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 36,271

有形固定資産の取得による支出 △61,526

無形固定資産の取得による支出 △14,553

投資有価証券の取得による支出 △100,328

投資有価証券の売却による収入 28,903

貸付けによる支出 △700,000

貸付金の回収による収入 234,721

定期預金の増減額（△は増加） △64,820

その他 154

投資活動によるキャッシュ・フロー △641,177
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △34,000

長期借入金の返済による支出 △103,880

社債の償還による支出 △60,000

株式の発行による収入 478,762

自己株式の取得による支出 △4

新株予約権の発行による収入 12,517

新株予約権の買入消却による支出 △38,263

配当金の支払額 △39,532

財務活動によるキャッシュ・フロー 215,598

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △572,158

現金及び現金同等物の期首残高 680,794

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 108,635
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　当社は、当第３四半期におきまして、原材

料価格の高騰を十分に販売価格に転嫁する

ことができなかったこと等から、営業

キャッシュフローが146百万円のマイナス

となっております。

　また、第２四半期累計期間におきまして、

長期貸付金に対する貸倒引当金として

3,176百万円を設定したことから、当第3四

半期累計期間において3,811百万円の四半

期純損失を計上し、財政状態に著しい影響

を及ぼしており、継続企業の前提に関する

重要な疑義を抱かせる状況となっておりま

す。

　当社は、このような状況を早期に解消すべ

く、貸付先に対し返済期日までに確実に返

済するよう引き続き求めるとともに、製造

原価低減施策として海外よりの部品調達の

拡大および新生産管理システムの導入によ

る生産効率の向上施策等の諸施策を推進

し、収益性の向上を目指します。

　なお、主要原材料であります黄銅材の購入

価格が昨今急落していることを受け、今後、

収益性の改善が見込まれる状況でありま

す。

　当社は、上述の収益性向上施策および現在

推進しております新規事業の業績拡大施策

を更に強力に推進し、安定した企業基盤の

もと、早期業績回復を図ってまいります。

　なお、四半期財務諸表は継続企業を前提と

して作成されており、上記のような重要な

疑義の影響を四半期財務諸表には反映して

おりません。
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、第１四半期会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号　平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、主とし

て総平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切り

下げの方法）により算定しております。

　なお、この変更に伴う損益に与える影響は

ありません。

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末の棚卸資産つい

ては実地棚卸を一部省略し、また、簿価切下

げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

２.固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、事

業年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。

３.法人税等並びに繰延税金

資産の算定方法

　法人税等の納付額の算定に関しては、加味

する加減算項目を重要なものに限定する方

法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性に関しては、前

事業年度末以降に経営環境等に著しい変化

がないと認められるので、前事業年度にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっており

ます。
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,269,369千円

　　であります。

　

　２　受取手形割引高は、524,792千円であります。　

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,209,917千円

　　であります。　

　

　２　受取手形割引高は、298,721千円であります。　　

　

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

　次のとおりであります。

　　　従業員給料手当　　　 175,445千円　

　

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

　次のとおりであります。

　　　従業員給料手当　　　　56,253千円　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期残高と四半期貸借対照

表に記載されている科目の金額との関係　

　　　　　　　　　　　　　（平成20年12月31日現在）
 （千円）

現金及び預金勘定  493,374千円

流動資産その他（預け金）勘定　    14,474千円

　

預入期間が３か月を超える定期性

預金
△399,213千円

現金及び現金同等物   108,635千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　48,849,935株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　 1,047,546株

　

３．新株予約権等に関する事項

新株予約権の内訳
新株予約権の目的とな

る株式の種類

新株予約権の目的とな

る株式の数（数）

新株予約権の四半期会

計期間末残高（千円）　

　第２回新株予約権 普通株式　　 20,000,000 16,000

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日

平成20年６月27日

定時株主総会　
普通株式　 41,802 資本剰余金　 １ 平成20年３月31日 平成20年７月１日　

　

５.株主資本の金額に前事業年度末に比べて著しい変動　

 ① 第三者割当増資による新株式の発行の内訳

　１.　発行する株式の種類及び数 　普通株式6,000,000株

　２.　発行価格 　１株につき　金81円

　３.　発行価額の総額 　486,000,000円

　４.　資本組入額の総額 　243,000,000円

　５.　割当の方法
　第三者割当の方法により6,000,000株を株式会社エーアン

　ドケーに割り当てる。

　６.　申込期間 　平成20年６月20日

　７.　払込期日 　平成20年６月20日

　８.　新株券交付日 　平成20年６月20日

　９.　資金調達の目的

　企業体質の強化と収益の改善を目的とした中期経営計画

　「ＭＳ新３ヵ年計画」の達成に向け、以下の目的で資金

　調達を行いました。

　(1)財務体質の強化

　(2)甲府工場の生産設備の更新

　(3)新製品の研究開発

　(4)内外メーカーとの業務提携またはＭ＆Ａ

　

② 平成20年６月27日開催の当社第63回定時株主総会において、資本準備金の振替えおよび、剰余金の処分につ

いて承認され、610,000千円を資本準備金からその他資本剰余金に振替え、その他資本剰余金561,547千円を繰越

利益剰余金に振替えて欠損填補しております。
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（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）　

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比

べて著しい変動が認められます。

　 取得原価（千円） 四半期貸借対照表計上額（千円） 差額（千円）

　株式 269,192 335,836 66,643

合計 269,192 335,836 66,643

（注）１　表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。

　　　　　　２　その他有価証券で時価のあるものの減損処理については、第２四半期会計累計期間において投資有

　　　　　　　　証券評価損632,506千円を計上しております。

　　　　　　　　なお、減損処理にあたっては、四半期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全

　　　　　　　　て減損処理を行い、40％～50％程度下落した場合には、回復可能性を考慮して必要と認められた額に

　　　　　　　　ついて減損処理を行っております。

　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）　　

　　　金利スワップ取引、コモデティ・スワップ取引をおこなっておりますが、ヘッジ会計を適用しているため注記の

　　対象から除いております。

また、デリバティブ預金は時価評価の必要のない複合金融商品であり、注記の対象から除いております。

　

（持分法損益等）

　当社には関連会社がないため、該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社宮入バルブ製作所(E01624)

四半期報告書

23/26



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 55.50円 １株当たり純資産額 140.55円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 82.74円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 0.41円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純損失（千円） 3,811,006 19,647

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 3,811,006 19,647

期中平均株式数（千株） 46,056 47,802

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　第２回新株予約権（新株予約

権の数160個）。

なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、（2）新

株予約権等の状況」に記載のと

おりであります。

　

　第２回新株予約権（新株予約

権の数160個）。

なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、（2）新

株予約権等の状況」に記載のと

おりであります。

　

（重要な後発事象）

　   　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　　　当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引

　通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、リース取引残高が前事業年度末に比べて著しい

変動が認められないため、記載を省略しております。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 21年2月12日

株式会社宮入バルブ製作所

取締役会　御中

藍 監 査 法 人

 
指定社員

業務執行社員　
 公認会計士 小林　恒男　　印

 
指定社員

業務執行社員　
 公認会計士 古谷　義雄　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宮入バルブ

製作所の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第64期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宮入バルブ製作所の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了

する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　追記情報

　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は当第３四半期において、営業キャッシュ・フローが146百万

円のマイナスとなっており、また、当第３四半期累計期間で3,811百万円の四半期純損失を計上しており、継続企業の前提に

関する重要な疑義が生じている。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。四半期財務諸表は継続企

業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期財務諸表に反映していない。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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